校正期限管理ツール 設計仕様書
· 作成日：2026-06-12
· 元になる文書：「校正期限管理ツール 要求仕様書」
· 方針：要求仕様書の「やらないこと」を超えない／最小構成。判定の考え方は日本語で説明してから Python を示す。
· ファイル構成：core.py（計算・判定・入出力） と ui.py（画面） の2本だけ。画面は core を呼ぶだけで、判定の式は core にしか置かない。

1. 全体像
受け取るもの・返すもの
· 受け取る：校正台帳のエクセル（2シート＝計器台帳／業者リードタイム）。
· 計算する：各計器について「校正期限」「予約期限」「状態（黄・赤・グレー）」を出す。
· 返す（画面）：表示中の月の一覧を、色付きの表で見せる。
· 返す（ファイル）：表示中の月の一覧を、色分けしたエクセルとして書き出す。
画面の使い方（ひと言）
「ファイルを選ぶ」→「計算」→ 画面で確認 →「前の月／次の月」で見たい月へ →「エクセル出力」。出力したファイルは、担当者が自分でメールに添付して送る。
処理の流れ（図）
[エクセル] --read_ledger--> [計器リスト＋リードタイム]
                                   |
                              evaluate（1台ずつ基礎判定）
                                   |
                        [校正期限・予約期限・基礎区分を持ったデータ]
                                   |
                  build_month_rows（表示月で黄/赤/グレーに振り分け）
                          |                          |
                    画面に表示                  export_excel（色付き出力）

2. コア（core.py）
画面（tkinter）には一切依存しない。ここだけ読めば「何をどう判定しているか」が分かるようにする。
2-1. 入力データの読み込み
· 形式：エクセル（.xlsx）。シート名で2枚を区別して読む（計器台帳 と 業者リードタイム）。
· 取り方：1行目を見出しとして読み、見出しの名前で列を取る（列の順番が多少変わっても壊れないように）。
· リードタイム表は「業者名 → 日数」の対応表（辞書）に変換しておく。
· 空欄やうまく読めない値は、その場でエラーにせず None（＝後で「不備」に倒す） として持つ。これが「不備を止めずに一覧で可視化する」という仕様の土台になる。
2-2. 入力と出力のデータ（項目名・型）
入力：計器1台ぶん（読み込み後の形）
	項目
	型
	備考

	管理番号
	文字
	例 QA-001

	計器名
	文字
	

	種類
	文字
	

	前回校正日
	日付 or None
	空欄は None

	校正周期
	整数 or None
	「校正周期(月)」。12.0 等の小数は整数に直す。空欄は None

	業者
	文字 or None
	前後の空白は除く


入力：リードタイム（辞書） … { "A計測サービス": 30, "B校正センター": 45, ... }
出力：一覧の1行ぶん（画面・エクセル共通）
	項目
	型
	備考

	色
	文字
	"red" / "yellow" / "gray"

	管理番号・計器名・種類・業者
	文字
	そのまま

	校正期限
	日付 or None
	不備のとき None

	予約期限
	日付 or None
	不備のとき None

	状態
	文字
	「今月中に予約を…」等の説明文


2-3. 判定・計算の考え方（日本語）
(a) 校正期限（次にいつ切れるか）
前回校正日に校正周期（月）を足し、その月の末日にする。 ポイント：末日に丸めるので、前回校正日の「日」は結果に影響しない。だから「前回校正日の年月に周期を足して、その月の末日を取る」だけでよい（うるう年や月末の差をいちいち気にしなくて済む）。
· 例：前回 2025-10（01）＋12ヶ月 → 2026-10 → 末日 2026-10-31。
(b) 予約期限（いつまでに製造へ依頼を出すべきか）
校正期限から「業者のリードタイム ＋ 安全マージン14日」を引いた日。
· 例：校正期限 2026-05-31・業者B（45日）→ 59日前 → 2026-04-02。
(c) 基礎区分（月に関係なく、まず1台ずつ分ける）
1. 不備：前回校正日が空／周期が空／業者がリードタイム表に無い、のどれか → 計算できないので「不備」。
1. 期限切れ：計算できて、かつ 校正期限が実行日（今日）より前 → 「期限切れ」。
1. 有効：計算できて、まだ切れていない → 「有効」（この後、月ごとに黄になるか決める）。
(d) 表示月での出し分け（A案＝取りこぼし防止）
表示している月を M（その末日を「M末」とする）として、一覧に出すのは次の3つ。
· 赤（期限切れ）：基礎区分が「期限切れ」のもの。どの月を見ていても全部出す（危険なので）。
· グレー（不備）：基礎区分が「不備」のもの。どの月でも全部出す（穴埋め依頼のため）。
· 黄（今月アクション）：基礎区分が「有効」で、かつ 予約期限が M末まで（＝過ぎた分も含む） のもの。
· これがA案。普通に「予約期限がM月の中」だけにすると、回し忘れや初回で「予約期限を過ぎたのにまだ校正切れでない」計器が消える。M末までを拾うことで、その穴をふさぐ。
· 校正期限もM末までなら「※校正期限が今月です」を添える（さらに急ぎ）。
補足（安心材料）：予約期限と校正期限の差は必ず「リードタイム＋14日」＝最大でも約59日。だから「予約期限を過ぎたのにまだ赤でない」計器は、せいぜい2ヶ月ぶんしか溜まらない。A案でも一覧が無限に膨らむことはない。
2-4. ロジック（Python）
# core.py — 計算・判定・入出力。tkinter には依存しない。
import calendar
from datetime import date, datetime, timedelta
from openpyxl import load_workbook, Workbook
from openpyxl.styles import PatternFill, Font
from openpyxl.worksheet.properties import PageSetupProperties

# ===== 設定値（2-5にまとめ）=====
SAFETY_MARGIN_DAYS = 14
SHEET_LEDGER = "計器台帳"
SHEET_LEADTIME = "業者リードタイム"
H_NO, H_NAME, H_KIND = "管理番号", "計器名", "種類"
H_LAST, H_CYCLE, H_VENDOR = "前回校正日", "校正周期(月)", "業者"
LT_VENDOR, LT_DAYS = "業者", "予約リードタイム(日)"
FILL = {"red": "FFC7CE", "yellow": "FFEB9C", "gray": "D9D9D9"}

# ----- 小さな変換ヘルパー -----
def _to_date(v):
    if isinstance(v, datetime): return v.date()
    if isinstance(v, date): return v
    return None                      # 空欄・読めない → None（不備に倒す）

def _to_int(v):
    try: return int(v)
    except (TypeError, ValueError): return None

def fmt_date(d):
    return d.strftime("%Y-%m-%d") if d else "—"

# ----- 2-1. 読み込み -----
def read_ledger(path):
    """エクセル2シートを読み、(計器リスト, リードタイム辞書) を返す。"""
    wb = load_workbook(path, data_only=True)
    if SHEET_LEDGER not in wb.sheetnames or SHEET_LEADTIME not in wb.sheetnames:
        raise ValueError(f"シート「{SHEET_LEDGER}」「{SHEET_LEADTIME}」が必要です。")

    def header_index(ws):
        return {c.value: i for i, c in enumerate(ws[1])}

    # 業者リードタイム → 辞書
    lt = wb[SHEET_LEADTIME]; li = header_index(lt)
    leadtime = {}
    for row in lt.iter_rows(min_row=2, values_only=True):
        vendor = row[li[LT_VENDOR]]
        if vendor is None: continue
        leadtime[str(vendor).strip()] = _to_int(row[li[LT_DAYS]])

    # 計器台帳 → リスト
    led = wb[SHEET_LEDGER]; hi = header_index(led)
    instruments = []
    for row in led.iter_rows(min_row=2, values_only=True):
        if all(v is None for v in row): continue   # 空行は飛ばす
        vendor = row[hi[H_VENDOR]]
        instruments.append({
            "管理番号": row[hi[H_NO]],
            "計器名":   row[hi[H_NAME]],
            "種類":     row[hi[H_KIND]],
            "前回校正日": _to_date(row[hi[H_LAST]]),
            "校正周期":  _to_int(row[hi[H_CYCLE]]),
            "業者":     str(vendor).strip() if vendor is not None else None,
        })
    return instruments, leadtime

# ----- 2-3(a)(b). 計算 -----
def calc_calibration_due(last_date, cycle_months):
    """校正期限＝前回校正日＋周期（月）、その月の末日。日は影響しない。"""
    total = last_date.month + cycle_months
    year = last_date.year + (total - 1) // 12
    month = (total - 1) % 12 + 1
    return date(year, month, calendar.monthrange(year, month)[1])

def calc_booking_deadline(due, leadtime_days):
    """予約期限＝校正期限 −（リードタイム ＋ 安全マージン）。"""
    return due - timedelta(days=leadtime_days + SAFETY_MARGIN_DAYS)

# ----- 2-3(c). 基礎判定（月に依らない）-----
def evaluate(inst, leadtime, today):
    missing = []
    if inst["前回校正日"] is None: missing.append("前回校正日")
    if inst["校正周期"] is None:   missing.append("校正周期")
    vendor = inst["業者"]
    if vendor is None:
        missing.append("業者"); lt = None
    else:
        lt = leadtime.get(vendor)
        if lt is None: missing.append(f"業者「{vendor}」のリードタイム")

    rec = dict(inst)
    if missing:
        rec.update(校正期限=None, 予約期限=None, 基礎区分="不備", 不足=missing)
        return rec

    due = calc_calibration_due(inst["前回校正日"], inst["校正周期"])
    booking = calc_booking_deadline(due, lt)
    rec.update(校正期限=due, 予約期限=booking,
               基礎区分=("期限切れ" if due < today else "有効"), 不足=[])
    return rec

# ----- 2-3(d). 表示月ごとの一覧づくり（A案）-----
def build_month_rows(records, year, month, today):
    month_end = date(year, month, calendar.monthrange(year, month)[1])
    rows = []
    for r in records:
        区分 = r["基礎区分"]
        if 区分 == "不備":
            rows.append(_row(r, "gray",
                "入力不備：" + "・".join(r["不足"]) + " が未記入。記入してください"))
        elif 区分 == "期限切れ":
            rows.append(_row(r, "red",
                f"校正期限を過ぎています。使用しないでください（校正期限 {fmt_date(r['校正期限'])}）"))
        elif 区分 == "有効" and r["予約期限"] <= month_end:   # ★A案：過ぎた分も含む
            note = " ※校正期限が今月です" if r["校正期限"] <= month_end else ""
            rows.append(_row(r, "yellow",
                f"今月中に点検予約を出してください"
                f"（予約期限 {fmt_date(r['予約期限'])}／校正期限 {fmt_date(r['校正期限'])}）" + note))
        # 「有効」だが予約期限がM末より先 → この月には出さない

    order = {"red": 0, "yellow": 1, "gray": 2}
    rows.sort(key=lambda x: (order[x["色"]], x["予約期限"] or date.max))
    return rows

def _row(r, color, status):
    return {"色": color, "管理番号": r["管理番号"], "計器名": r["計器名"],
            "種類": r["種類"], "業者": r["業者"],
            "校正期限": r["校正期限"], "予約期限": r["予約期限"], "状態": status}

# ----- 2-2/4-2. エクセル出力 -----
def export_excel(rows, year, month, out_path):
    wb = Workbook(); ws = wb.active; ws.title = "校正アクション"
    ws["A1"] = f"校正アクション一覧　対象月: {year}年{month}月"
    ws["A1"].font = Font(bold=True, size=14)
    ws["A2"] = f"出力日: {date.today()}"
    ws.append([])                          # 3行目を空ける
    headers = ["管理番号", "計器名", "種類", "業者", "校正期限", "予約期限", "状態"]
    ws.append(headers)
    for c in ws[ws.max_row]:
        c.font = Font(bold=True)
        c.fill = PatternFill("solid", fgColor="BFBFBF")

    fills = {k: PatternFill("solid", fgColor=v) for k, v in FILL.items()}
    for r in rows:
        ws.append([r["管理番号"], r["計器名"], r["種類"], r["業者"],
                   fmt_date(r["校正期限"]), fmt_date(r["予約期限"]), r["状態"]])
        for c in ws[ws.max_row]:
            c.fill = fills[r["色"]]

    for i, w in enumerate([12, 18, 14, 14, 12, 12, 50], start=1):
        ws.column_dimensions[chr(64 + i)].width = w
    # 紙で配れるよう A4横・幅を1ページに収める
    ws.page_setup.orientation = "landscape"
    ws.sheet_properties.pageSetUpPr = PageSetupProperties(fitToPage=True)
    ws.page_setup.fitToWidth = 1
    ws.page_setup.fitToHeight = 0
    wb.save(out_path)
2-5. しきい値・設定値
	名前
	値
	置き場所
	変えたいとき

	安全マージン
	14日（固定）
	SAFETY_MARGIN_DAYS
	この1行を直す

	業者リードタイム
	業者ごと
	入力エクセルの2枚目
	エクセルを直す（コード変更不要）

	実行日
	今日（システム日付）
	date.today()
	通常は触らない

	シート名・列見出し
	固定文字
	core.py 冒頭の定数
	エクセルの名前を変えたらここも合わせる

	色（赤・黄・グレー）
	RGB
	FILL
	配色を変えたいとき


2-6. エラー時のふるまい
· ファイル未選択／開けない：計算せず、画面にメッセージを出す（処理は進めない）。
· シートが無い／見出し列が無い：「計器台帳／業者リードタイム が必要」と出して中断（read_ledger が ValueError）。
· 1台ごとの不備（日付空・周期空・業者がリードタイム表に無い）：止めない。グレーで一覧に出して穴埋めを促す。← ここが仕様の肝。
· 値の型が変で読めない：その項目を None＝不備に倒す（安全側）。日付そのものの妥当性検証（例：ありえない未来日かどうか）はやらない（要求仕様の範囲外）。
· 出力先が他で開かれていて保存できない：「出力エラー」を画面に出す（保存だけ失敗、データは保持）。

3. UI（ui.py）
core を呼ぶだけ。判定式は持たない。 画面は「入力を core に渡し、返ってきた結果を並べる」役に徹する。
3-1. 画面構成（縦並び）
上から下へ、4つの帯を縦に積む。
1. 上段（横並び）：［ファイルを選ぶ］ボタン｜選んだファイル名｜［計算］ボタン
1. 月切り替え段（横並び）：［◀ 前の月］｜「2026年6月」｜［次の月 ▶］
1. 一覧（表）：管理番号／計器名／業者／校正期限／予約期限／状態。行は色付き（赤・黄・グレー）。
1. 下段：右寄せで［エクセル出力］ボタン
3-2. 操作の流れ
1. ［ファイルを選ぶ］→ エクセルを選択。
1. ［計算］→ core が読み込み＋基礎判定。表示月は「今日の月」から始まる。
1. 一覧を確認。［前の月／次の月］で表示月を動かすと、その月の一覧に切り替わる。
1. ［エクセル出力］→ 保存場所を選ぶ（既定名 校正アクション_2026-06.xlsx）→ いま表示中の月を書き出す。
3-3. 結果の見せ方（色分け）
· 🟡 黄（今月アクション）：今月のうちに予約を出すべき。
· 🔴 赤（期限切れ）：すでに切れている。使用不可。どの月でも常に出る。
· ⬜ グレー（不備）：計算できない。穴埋めが必要。どの月でも常に出る。
· 並び順は赤 → 黄 → グレー。各行の「状態」列に、何をすべきかを文章で出す。
3-4. コアとのつなぎ方（Python）
# ui.py — 画面。core の関数を呼ぶだけ。
import tkinter as tk
from tkinter import ttk, filedialog, messagebox
from datetime import date
import core

class App:
    def __init__(self, root):
        self.root = root
        self.records = []                  # evaluate 済みデータ
        self.current_rows = []             # 表示中の月の一覧（出力もこれを使う）
        self.today = date.today()
        self.year, self.month = self.today.year, self.today.month
        self.path = None
        self._build()

    def _build(self):
        top = ttk.Frame(self.root); top.pack(fill="x", padx=8, pady=6)
        self.path_var = tk.StringVar(value="（ファイル未選択）")
        ttk.Button(top, text="ファイルを選ぶ", command=self.pick).pack(side="left")
        ttk.Label(top, textvariable=self.path_var).pack(side="left", padx=8)
        ttk.Button(top, text="計算", command=self.calc).pack(side="left")

        nav = ttk.Frame(self.root); nav.pack(fill="x", padx=8)
        ttk.Button(nav, text="◀ 前の月", command=lambda: self.shift(-1)).pack(side="left")
        self.month_var = tk.StringVar()
        ttk.Label(nav, textvariable=self.month_var, width=14, anchor="center").pack(side="left")
        ttk.Button(nav, text="次の月 ▶", command=lambda: self.shift(1)).pack(side="left")

        cols = ("管理番号", "計器名", "業者", "校正期限", "予約期限", "状態")
        self.tree = ttk.Treeview(self.root, columns=cols, show="headings", height=18)
        for c in cols: self.tree.heading(c, text=c)
        self.tree.column("状態", width=380)
        self.tree.pack(fill="both", expand=True, padx=8, pady=6)
        self.tree.tag_configure("red",    background="#FFC7CE")
        self.tree.tag_configure("yellow", background="#FFF2CC")
        self.tree.tag_configure("gray",   background="#E7E7E7")

        bottom = ttk.Frame(self.root); bottom.pack(fill="x", padx=8, pady=6)
        ttk.Button(bottom, text="エクセル出力", command=self.export).pack(side="right")
        self._label()

    # --- 画面の操作 → core を呼ぶ ---
    def pick(self):
        p = filedialog.askopenfilename(filetypes=[("Excel", "*.xlsx")])
        if p: self.path = p; self.path_var.set(p)

    def calc(self):
        if not self.path:
            messagebox.showinfo("確認", "先にファイルを選んでください。"); return
        try:
            instruments, leadtime = core.read_ledger(self.path)
        except Exception as e:
            messagebox.showerror("読み込みエラー", str(e)); return
        self.records = [core.evaluate(i, leadtime, self.today) for i in instruments]
        self.year, self.month = self.today.year, self.today.month
        self.refresh()

    def shift(self, d):
        m = self.month + d
        self.year += (m - 1) // 12
        self.month = (m - 1) % 12 + 1
        self.refresh()

    def refresh(self):
        self._label()
        for iid in self.tree.get_children(): self.tree.delete(iid)
        self.current_rows = core.build_month_rows(self.records, self.year, self.month, self.today)
        for r in self.current_rows:
            self.tree.insert("", "end", tags=(r["色"],), values=(
                r["管理番号"], r["計器名"], r["業者"],
                core.fmt_date(r["校正期限"]), core.fmt_date(r["予約期限"]), r["状態"]))

    def _label(self):
        self.month_var.set(f"{self.year}年{self.month}月")

    def export(self):
        if not self.records:
            messagebox.showinfo("確認", "先に計算してください。"); return
        default = f"校正アクション_{self.year}-{self.month:02d}.xlsx"
        p = filedialog.asksaveasfilename(defaultextension=".xlsx",
                                         initialfile=default,
                                         filetypes=[("Excel", "*.xlsx")])
        if not p: return
        try:
            core.export_excel(self.current_rows, self.year, self.month, p)
        except Exception as e:
            messagebox.showerror("出力エラー", str(e)); return
        messagebox.showinfo("完了", f"出力しました:\n{p}")

if __name__ == "__main__":
    root = tk.Tk()
    root.title("校正期限管理ツール")
    App(root)
    root.mainloop()
役割分担の確認：UI が core から呼ぶのは read_ledger / evaluate / build_month_rows / export_excel / fmt_date の5つだけ。校正期限の計算・色の振り分けといった判定は、すべて core 側にある。画面のコードを直しても判定はズレない。

4. 使う技術と、やらないこと
使う技術
· Python 標準のみで大半をまかなう：tkinter（画面）、datetime・calendar（日付）。追加インストール不要。
· 外部ライブラリは openpyxl 1つだけ。理由：エクセル（.xlsx）を読み書きし、行に色を塗るため。標準ライブラリには .xlsx を扱う機能が無いので、これだけ入れる。
· ファイルは core.py と ui.py の2本。データベースや設定ファイルは作らない（毎回エクセルを読むだけ）。
やらないこと（要求仕様書を踏襲し、超えない）
· メールの自動送信はしない（出力したエクセルは手で添付）。
· 台帳エクセルの編集・修正はしない（読むだけ）。
· 製造部門が直接触る画面は作らない（受け取りは出力エクセルのみ）。
· 使うのは担当者1名。複数人の同時利用・権限管理はしない。
· 日付の妥当性検証（ありえない日付か等）や、点検項目の細かい管理はしない。
· 設定画面は作らない。安全マージン14日は core 内の定数（変えたい時は1行直す）。

補足（実装担当への申し送り）
· 動作確認は、まず日付の値で照合すると確実（ここは実行日に左右されない）：
· QA-002 → 校正期限 2026-05-31・予約期限 2026-04-02
· QA-006 → 校正期限 2027-03-31・予約期限 2027-01-31
· QA-008・QA-009 → グレー（不備）
· 色（赤／黄）は「実行日」で変わる点に注意。例：実行日が 2026-06-12 なら、校正期限がすでに過ぎた QA-001（2025-01-31）も QA-002（2026-05-31）も赤になる。要求仕様書 4-3 の「QA-002は4月に黄」は、4月時点で見た場合の話で、その後に校正期限を過ぎれば赤に変わる。
· 「予約期限を過ぎたのにまだ校正切れでない」計器が黄で拾えること（A案の肝）を、テストで1件は必ず確認する。デモ台帳では QA-028・QA-051・QA-177 がこれに当たる（実行日 2026-06-12 時点）。
· 画面の tag_configure の色は見やすさ優先で調整可。出力エクセルの色（FILL）と必ずしも同じ濃さでなくてよい。
